　大谷焼　　鳴門市大麻町大谷




　大麻町大谷は、鳴門の西端、阿讃山脈の南麓に位置し、大谷の西山田一帯の傾斜地が大谷焼発祥の地である。良質の水と土に恵まれ約２４０年の歴史を持つ。ここで使われる土は、地元大麻町萩原で取れる萩原粘土で粘りがあり、鉄分を含むため濃い茶色になる。
阿波が藍の一大産地で藍甕が必要であったこともあり、大きな登り窯と「寝ろくろ」は大谷焼の特徴である。時代の流れとともに幾多の変遷をたどりながらも、大物陶器・美術工芸品・日用雑器などその製品の素朴さと雄大さに磨きをかけ、２００３（平成１５）年、国の伝統的工芸品に指定された。
　大谷焼の歴史は江戸時代後期（１７８０年頃）に始まる。四国八十八ヶ所霊場に豊後国より来た焼き物細工師・文右衛門が大谷村の村人に、ろくろ細工を披露したことがきっかけである。この時庄屋の森是助が文右衛門に素焼窯を築かせて焼き物を作らせたことが評判となった。焼き物の噂は、１１代藩主蜂須賀治昭公の耳にも入り、天明元年（１７８１）、大谷字西台に藩窯が築かれた。阿波に初めて染付磁器が焼かれていたが、経営悪化で僅か３年で廃窯となった。
当時よりこの地方は藍作りが盛んな土地で藍商も数多く、藩窯の創設にも尽力した賀屋文五郎が近江地方に藍の商売に行った際、知り合った陶工を連れて帰り、天明４（１７８４）年に水甕、藍甕など大物陶器作りの民窯を築いた。明治に入ると化学染料の開発、生活様式の変化に伴い、藍染の需要は激減したが、大正時代の多様な変遷を経て、現在では大甕から日用雑器に至るまで多彩な陶器が作られている。現在大麻町にある窯元は６軒である。国の登録有形文化財（歴史的な登り窯や関連施設）を保有する窯元もある。森陶器（森窯登り窯）には平地に築いた登り窯としては日本最大級の登り窯がある。田村陶芸（元山窯）明治３年に築かれ、のちに「元山窯」と命名された奥行きのある八連房登り窯がある。大西陶器（大西窯登り窯・石垣）明治４０年頃に築造された、作業場や石垣などの歴史的施設を多く残す八連房登り窯および石垣がある。
　毎年11月の第２土、日曜日には、東林院に６軒の窯元が一堂に作品を展示、販売する「大谷焼窯まつり」が開催されていたが、コロナ禍以後、現在は各窯元でこだわりの作品を展示、販売を行っている。
毎年春には６軒の窯元を歩いてめぐれる「大谷焼の里スプリングフェスタ」も開催している。すべての窯元で商品をお得に購入できるほか、作陶やろくろ体験も出来る。
　アクセスはJR鳴門線阿波大谷駅より堀江小学校方面へ徒歩７分。鳴門ICから車で約15分。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木和恵）
